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食品安全委員会が収集したハザードに関する主な情報 

 

○微生物・プリオン・自然毒---その他 

欧州食品安全機関（EFSA）、人獣共通感染症に関するインフォグラフィックを公表 

公表日：2014年 2月 19日    情報源：欧州食品安全機関（EFSA） 

http://www.efsa.europa.eu/en/press/news/140219a.htm 
欧州食品安全機関(EFSA)は2月19日、人獣共通感染症に関するインフォグラフィック(注：情報、

データ、知識を視覚的に表現したもの）を公表した。 
1．人獣共通感染症とは 
人獣共通感染症とは、ヒトと動物の間で直接又は間接的に伝染する疾病である。例えば、ヒトは汚

染された食品を摂取したり、感染動物に接触することによって人獣共通感染症を発症する。人獣共通

感染症の多くは軽症で、治療を必要としないが、生命を脅かす可能性もある。 
2. 集団感染の原因食品(2012年) 
 卵及び卵製品(22%)が最も多く、次いで複数の食材を用いたハンバーガーなどの食品(16%)、魚・魚

製品(9%)、その他の食品(9％)、肉製品(8％) の順である。 
3．感染者数が多い人獣共通感染症(2012年) 
(1)カンピロバクター症 
 ・患者数214,268人【2008年(190,579人)と比べて12%増加】、死者数31名 
 ・原因食品：主に鶏肉  
(2)サルモネラ症 
・患者数91,034人【2008年(134,580人)と比べて32%減少】、死者数61名 
・原因食品：主に鶏肉及び豚肉 

4．ヒトにおける人獣共通感染症の傾向(2008～2012年) 
（1）増加：カンピロバクター症、リステリア症、ベロ毒素産生性大腸菌感染症 
（2）減少：サルモネラ症、Q熱 
（3）変化なし：ブルセラ症、トリヒナ症、ウエストナイル熱 
5．予防及び管理 
 人獣共通感染症の発生を予防するには、感染源となっている動物や食品を知ることが重要である。

○関連情報 

欧州食品安全機関（EFSA）・欧州疾病予防管理センター（ECDC)：2012年人獣共通感染症、人獣共通感

染症病原体、集団食中毒の傾向及び原因に関する欧州連合（EU）概要報告書を公表 

http://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/3547.htm 

食品安全委員会事務局：ファクトシート（科学的知見に基づく概要書） 

掲載されているファクトシートのうち、人獣共通感染症に関するもの 

ウエストナイル熱、ウエルシュ菌食中毒、エルシニア症、クリプトスポリジウム症、セレウス

菌食中毒、ブドウ球菌食中毒、ボツリヌス症、Ｑ熱、ジビエを介した人獣共通感染症 

http://www.fsc.go.jp/sonota/factsheets.html 
※詳細情報及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい。



 

 


